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東北学術界の陰の立役者、斎藤報恩会
東北地方の学術界を支え、東北大学を代表する研究や資料収集が実現したのは、

1923年創立の財団法人「斎藤報恩会」の資金援助のおかげでした。

お金に注目してみましょう。斎藤善衛門が財団設立のために拠出した金額は300万円、1925年の東
北帝大教授（八等）の 1 年間の俸給が約 2 千円、助手が約840円であること（「官俸俸給　東北帝国大学／
大正 4 ～昭和 2 年」参考）から考えますと、その巨額さがわかります。

1923年の最高補助費は 2 万 5 千円の「ヴント文庫」、1924年は 2 万 5 千10円の中村左衛門太郎「地形地
物の地震動に及ぼす影響に関する研究」、1925年～1929年までは八木秀次らによる「電気を利用する通信
法の研究」が毎年 4 万円の補助を受けています。1930年と1931年の最高は本多光太郎らの「低温研究」、
1932～1936年は大久保準三らの「物質の磁性に関する研究」、1937～1939年には農学研究所設置のための
研究資金が最高額でした。（以上、「学術研究補助交付調」参考）

補助対象には本学の誇る研究分野が名を連ね、20世紀初頭に起こった世界的なビックサイエンス構築
の流れを東北から支えた財団の姿が浮かび上がります。

今は無き「堂々たるモダーン・ルネツサンスの大建築」
写真の斎藤報恩会館は「仙台市大聖寺裏門通三番地」（今の勾当台公園近く）にあり、1933年に竣工しました。設計は東北大学史料館も設計し

た仙台高等工業学校建築学科教授小倉強（戦後は東北大教授）によるもので、総工事費は29万 9 千円、建材には地元秋保産の石材を使用してい
ました。

会館の中には「博物館」が併設されており、研究者の研究促進と共に、標本陳列室を市民や学生児童に公開することによって社会教育の一助
を担うという画期的な理念に基づいて運営されていきます。開館当初の 4 日間には延べ 5 万人の来場者が殺到したといいます。（以上、「斎藤報
恩会館開館記事」参考）その後斎藤報恩会館は、1945年の仙台空襲によって被災、1973年に建て直しのために解体されました。
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東北帝国大学と斎藤報恩会

出雲科学館講師　　米　澤　晋　彦

財団法人斎藤報恩会。この名を聞いたことのある東北大学関係者は現在

はそう多くはないかもしれません。しかし、大正末期の東北帝国大学にお

いては、その名を知らない者はいなかったに相違ありません。それだけ斎

藤報恩会と東北帝国大学は深い関わりがありました。

斎藤報恩会は斎藤家第九代当主斎藤善右衛門有成（1854～1925）の私財

300万円を基にして1923（大正12）年 2 月20日に文部省、農商務省、内務省に認可された財団法人です。事業費

のうち学術研究事業に 6 割以内、産業開発事業に 2 割以内、社会事業に 2 割以内を充てるとするなど、学術研

究助成に重点を置いた財団法人でした。『大正拾壱年度財団法人斎藤報恩会事業報告書』によりますと、斎藤

報恩会が財団法人として認可されて最初に行った事業は、東北帝国大学に対するヴント文庫購入寄附でした。

実はこのヴント文庫、斎藤報恩会が設立審査中であった1922（大正11）年10月には既に東北帝国大学法文学部

へ寄附することが決まっていたのでした。助成金額が最も多かったのが八木秀次らの「電気通信法ノ研究」に

対するもので、総額は21万 7 千円にもなりました。この研究により大正13年度から1935（昭和10）年 8 月まで

に487本の論文が発表され、「八木・宇田アンテナ」をはじめとして電気工学上の重要な発明・発見がされたの

でした。そして八木らは報恩会の助成による共同研究が「顕著なる研究業績」を挙げたために、「電気通信法

共同研究の永続を可能ならしめるため」に工学部附属電気通信研究所設置のための予算要求に至ったのでした。

斎藤報恩会の設立にも、東北帝国大学は関わっていました。『東北大学50年史』には、斎藤が東北帝国大

学誕生の頃、初代総長澤柳政太郎に「公益に私財を献ずる」方法を尋ねたところ、澤柳が世界の名著を翻訳

して、広く日本の社会に広げることをすすめたとあります。また斎藤が第 4 代総長小川正孝を訪ねて意見を

求めた結果、斎藤報恩会設立の構想を得たとあります。第 5 代総長井上仁吉は、『斎藤善右衛門翁伝』の序

文において、斎藤報恩会の寄附行為作成に関わったことや、斎藤に「財団設立式辞」の添削を乞われたこと

を述べています。井上は斎藤が財団法人設立を決定した後に、その寄附行為など具体的な内容の作成に携

財団法人斎藤報恩会設立許可書
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わったのでした。

学術研究助成の採否を決めたのは、東北帝国大学の研究者たちでした。1923（大正12）年 7 月 8 日、第 5

回評議員会において評議員中から「査定委員」を 3 名選出する選挙が行われ、小川、井上と法文学部長の佐

藤丑次郎が選出されました。これにより、研究費補助の審査は全てが「査定委員」に附託されることとなり

ました。翌年には医学部の熊谷岱蔵、理学部の畑井新喜司が加わり、5 名が「審査委員」として審査を行い、

1924（大正13）年 6 月12日に連名で「斎藤報恩会学術研究費補助審査方針」を示しました。その後、1927（昭

和 2 ）年には「審査員」を設けず、東北帝国大学総長の「監督」を受ける立場であった学術研究総務部長の

査定通りに採否が決まったのでした。当時の学術研究総務部長は畑井でした。畑井は1926（大正15）年 1 月

23日の第 4 回評議員会において、今までの学術研究助成とは別に、評議員会の議決を待たずに、学術研究総

務部長の意見に基づいて理事会において行うことのできる「臨時補助費」の承認を求めました。この案は翌

月の第 5 回評議員会において、 1 件1,000円以内総額3,000円を限度として承認されました。ここに学術研究

総務部長の権限によって新たな補助ができることとなったのですが、この総額は1928（昭和 3 ）年にはとて

も有効で、今後一層利用すべきであるとして、5,000円まで増額されたのでした。このような審査であれば、

東北帝国大学の意向に沿った審査をすることが可能であったでしょう。

学術研究助成の実際はどうであったのでしょうか。大正13年度の『学術研究費補助審査報告採用査定ノ部』

には、審査委員の研究であっても助成を受けられない事例が存在していました。また、大正13年度から昭和 3

年度までにおいて助成を受けた研究についてみてみると、金額では東北帝国大学所属の研究者の占める割合

が多かったものの、件数では徐々に減少し、ついには東北帝国大学以外の研究者の占める割合が多くなったの

でした。これらのことからすると、東北帝国大学関係者に偏重した審査が行われたとは言い切れないでしょう。

斎藤報恩会による学術研究助成において重要な役割を果たしたのが畑井でした。畑井は1925（大正14）年

から15年間、学術研究総務部長として斎藤報恩会の中心となって活躍しました。学術研究総務部長は1925（大

正14）年 5 月20日の評議員会において議決された「財団法人斎藤報恩会学術研究総務部規程」により、東北

帝国大学総長の「監督」を受け、学術研究費補助審査に参加するのみならず、補助を受けた研究の進捗状況

を調査することが定められていました。畑井は東北地方の文部省直轄諸学校に精力的に赴き、研究者たちが

熱心に研究を行い、著しい成績を挙げていることに満足しました。そして「此の機運を促進して一層東北地

方の学術研究を振興」するために、1927（昭和 2 ）年11月24日に東北地方文部省直轄諸学校並専門学校長協

議会を開催しました。この会議の結果、諸学校及び専門学校の研究者が斎藤報恩会の助成を受けやすくする

ための制度整備が行われました。制度的には学術研究費補助審査の裁量権が東北帝国大学及び学術研究総務

部長としての畑井に集中されていく中で、畑井は東北帝国大学のためというよりはむしろ、東北地方の学術

の発展のために尽くしていったと言えるのではないでしょうか。

以上のように東北大学と深い関わりがあり、その研究を支えた斎藤報恩会は、昨年財団法人としての活動

を終え、解散しました。解散にあたり、貴重な所蔵品や資料の数々は東北大学や仙台市に寄贈されました。

この秋、東北大学史料館において、寄贈された資料の一部が公開されることになりました。東北大学の関係

者としては、是非見ておくべきものではないでしょうか。

詳細は 8 ページへ

東北大学史料館 企画展
学都仙台を支えた「天財」
－斎藤報恩会と東北大学－
2016年 9 月30日（金）～2016年12月27日（火）

企画展関連講座

学都仙台と斎藤報恩会
2016年11月 3 日（木・祝）

※本ページに執筆していた
だいた米澤晋彦先生もご
発表されます。
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資料の公開について������������������������

◆ 特定歴史公文書

2016年（平成28） 4 月20日付で新たに955点の特定歴史公文書の公開を開始しました。今回新たに公開さ
れた主な文書は下記の通りです。
①国際交流課文書　海外大学との学術交流協定締結に関する文書（1980年代以降）や、研究員招聘や留学生
派遣にかかる学術助成関係など。1980～90年代のものが中心。
②教育学部文書　昭和30～50年代の教授会・大学院研究科委員会などの議事録。
③工学部文書（教務関係）　大正 8 年の創設時から昭和30年代までの、入学願書や学籍管理など教務に関す
る記録。
④教養部文書　昭和50年代～平成初年の会議資料（教授会、学科主任会議）や教養部改革にかかる資料（改
革推進室関係など）。教養部改組の経緯を知る重要資料。
⑤附属図書館文書　昭和初期～昭和40年代の図書受入関係や戦前の帝国大学附属図書館協議会、戦後の国立
大学図書館協議会などに関する文書。
⑥臨時教員養成所関係（理学研究科移管）　戦中から戦後初期にかけて理学部（数学科）に併設された教員
養成所の学籍記録等（理学部）
⑦仙台工業専門学校関係（工学研究科教務係移管）　創立から廃校までの時期の入学願書、学生原簿等など。
戦時中に同校に敷設された文部省科学研究補助技術員養成所、満洲帝国交通部委託土木技術員養成所などの
記録も含む。

◆ 個人・団体文書

●吉田震太郎文書
吉田震太郎（1927～2016）は、本学経済学部で教授をつとめた経済学者です。主な研究業績としては、現代日本

における中央政府と地方政府の財政関係の歴史的起源についての研究などが知られています。本文書は全144点から

なり、大半は吉田氏が本学在任中に取得した大学紛争関係のビラで、2006年に本人から寄贈を受けました。大学紛

争関係、大学改革関係、経済学部経営学科問題関係、仙台学生会館問題関係などに分け整理・公開をしています。

●在外同胞救出仙台学生同盟関係資料
1946年春、外地に父兄を残す学生生徒を中心に、彼らの相互扶助と引揚者の支援をおこなう「在外父兄救出仙台

学生同盟」として発足した組織の関係資料です。東北大学や東北学院をはじめとする、仙台の様々な学校の学生た

ちが学校の枠を越えて参加していました。この同盟員が使用した腕章やバッヂ、同盟で発行した週報、解散時に編

纂された記念誌、同盟解散後続けられた OB による集いの資料など、計36点が含まれています。元同盟員の石川規

夫氏、梅林正宏氏が所蔵ないし収集した資料を2014年に受贈しました。

●小西保旧蔵　東北帝国大学学徒動員関係資料
東北帝国大学学生課（報国隊本部／学徒動員部）で作成・収受した、学徒勤労動員関係の事務書類です。業務日

誌や動員学生からの書信など、東北帝国大学における学徒勤労動員の全体像を知る上で基本となる資料となってい

ます。もともとは東北帝国大学学生課の公文書ですが、戦後東北帝国大学を退職された小西保氏（元東北帝国大学

学生主事補）の許で保管され、2015年 5 月に御遺族より寄贈されました。
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◇第 4 回大学アーカイブズセミナーを開催しました（ 3 月11日）
東北大学史料館では、本館の所蔵資料や実践経験をテーマに大学史やアーカイブズ学について学ぶ「大学

アーカイブズセミナー」を開催しています。第 4 回は科研費「黒田チカの生涯―最初の女子学生の教育・研
究・人間・社会」研究会との共催で、2013年に本館に寄贈された「黒田チカ資料」のもつ学術資源としての
可能性について 2 本の報告がありました。永田英明氏（東北大学史料館）「黒田チカ資料の整理―眞島利行書
簡を中心に」は大学時代からの恩師眞島利行との関係、志賀祐紀氏（奈良女子大学大学院／元お茶の水女子
大学歴史資料館アカデミック・アシスタント）「黒田チカ資料の日記・書簡から」は教授として永く在職した
東京女子高等師範学校を中心とする教え子や同僚との関係といった形で、周囲の人々との関係から黒田の人
間像にアプローチする報告でした。

◇当史料館所蔵「野副鐡男資料」が、日本化学会「化学遺産」に認定
東北大学理学部で教授を務めた化学者、野副鐡男（1902～1996）の関連資

料、非ベンゼン系芳香族化合物資料（東北大学総合学術博物館所蔵）と化学
者サイン帳（東北大学史料館所蔵）が日本化学会の「化学遺産」に認定されま
した。全 9 冊に及ぶサイン帳は、1953年から1994年までの間に約4000人の研究
者がサインし、この中にノーベル賞受賞者が少なくとも37名含まれています。

◇2016年度の法人文書の受入・評価を行いました（ 4 月22日～ 6 月16日）
2015年度末に保存期間を満了した法人文書の中から本学の「特定歴史公文書」として616点（予定外の追加移

管を含む）の法人文書を当館公文書室に受け入れました。あわせて、2016年度末に保存期間を満了する予定の
文書の評価を行い、移管予定となる文書を246点選定しました。引継を完了した文書については、今後、内容な
どに関する点検調査を行ったのち公開する予定です。

◇第19回新公開資料速報展を開催しました（ 6 月 3 日～ 9 月 9 日）
整理が完了し新たに公開された資料を紹介する新公開資料速報展の第19回「東北の音楽界を支えて―交響

学部関係資料―」・第20回「『国際交流協定』時代の幕開け―国際交流課移管文書より―」を当館第 2 企画展
示室にて行いました。

◇資料保存の取り組み（ 7 月15日）
保存環境が悪く黒カビが生えた法人文書ファイルを修復するため、東北大学災害科学国際研究所のご協力

を得て、フリーズドライヤーで真空凍結乾燥を行うこととなりました。まずファイルを－40℃でよく凍結し
た後、専用の機械で氷から直接水蒸気に昇華させて乾燥を行います。災害研の天野真志助教によると今まで
被災した近世史料などを 1 回あたり 2 日ほどかけて真空凍結乾燥させてきたそうですが、対象物が厚手の公
文書ファイルであるため、どれほど時間がかかるかは未知数とのことでした。

（左）－40℃の冷却処理 （中央）フリーズドライヤー （右）棚に入れ真空凍結乾燥処理


